
301 300

■
北
海
道	

	

◎	

「
巡
り
生
き
ゆ
く
モ
ノ
よ
」cofum

i

◎	

「
紫
色
」「
向
日
葵
」	

古
宮
行
恵

◎	

「
楽
し
む
こ
と
を
赦
し
て
く
れ
た
」

	

五
月
と
じ
か

◎	

「
女
神
に
首
を
絞
め
ら
れ
た
い
」

	
	

春
町
桃
花

◎	

「
燃
え
る
キ
リ
ン
」	

松
岡
真
弓

	

「
予
測
は
無
理
」　　

田
道
間
ハ
ヤ
シ

◎	

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
」	

美
波

◎	

「
熱
の
憶
え
」「parity

」	

中
村
郁
恵

■
青
森
県	

	

〇	

「
深
海
魚
か
ら
」	

小
山
田
良
三

	

「
て
と
か
け
ら
」	

菊
池
彩
乃

■
岩
手
県	

	

◎	

「
失
い
彷
徨
う
者
達
へ
」	

三
浦
恵
子

■
宮
城
県	

	

〇	

「
消
え
た
命
よ
」	

１
６
２
３

◎	

「
セ
イ
」	

右
利
き

◎	

「
心
の
鍵
」	

柏
村
ね
お

■
山
形
県	

	

◎	

「
重
」「
問
」「
賛
美
」	
里
井　

縁

■
福
島
県	

	

◎	

「
そ
れ
は
」
う
み
の
ひ
つ
じ

〇	

「
青
夏
」「
抱
想
」「
柔
崩
」
菅
野　

望

■
茨
城
県	

	
	

「
小
雪
小
説
」　　

Sm
ile-

秋
田
博
美

◎	

「
海
辺
の
遠
景
」「
舟
路
」
関
根　

怜

〇	

「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
」	

柊
み
ど
り

◎	

「
宇
宙
か
ら
の
電
話
」	

天
ケ
谷
麗　

■
栃
木
県	

	

〇	

「
桜
は
」「
蝶
夢
」	

吹
木
文
音

	

「
余
白
」	

也
子

■
群
馬
県	

	
	

「
海
馬
の
王
子
」	

波
尾
剣
斗

■
埼
玉
県	

	

〇	

「
復
讐
」「
私
欲
」	

GO
D
IE

◎	

「
境
界
線
」「
香
り
」	

ド
ロ
シ
ー

	

「
と
あ
る
憧
憬
」	

み
ん
た
な

◎	

「
お
薬
り
ん
ご
」	

剣
城
か
え
で

〇	

「
ク
リ
ぼ
っ
ち
は
最
高
の
幸
せ
！
」

	
	

三
日
月
李
衣

◎	

「
ラ
ス
ト
セ
イ
リ
ン
グ
」
柏
原　

宥

◎	

「
涙
と
水
爆
」	

北
川　

聖

◎	

「
西
新
宿
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ビ
ル
」

	

北
村
灰
色

◎	

「
異
次
元
獣
」	

柳
柳
太
郎

◎	

「
開
か
れ
た
眼
」	

宮
澤
な
ず
な

〇	

「
花
の
雫
」「
夜
の
中
で
」
坂
井　

傑

〇	

「
旧
い
木
に
さ
よ
う
な
ら
」
小
嶋
恵
理

〇	
「
異
国
の
地
」	

風
間
麗
子

	
「
ほ
し
と
わ
か
れ
」	

宮
崎
夏
緒

■
千
葉
県	

	

〇	

「
下
層
階
級
」「
泥
の
花
」
あ
か
ね

◎	

「
篝
」「
燈
」「
焚
」	

ヤ
ス

◎	

「
年
輪
」「
絶
望
」	

佐
々
木
漣

◎	

「
君
を
惜
し
む
」	
実
川
阿
仁

◎	

「
ま
だ
ら
な
青
い
時
」	

森
下
万
尋

〇	

「
父
と
ゴ
キ
ブ
リ
と
私
」	

水
沢
朱
実

〇	

「
あ
の
日
人
工
の
小
川
で
」
石
川
小
傘

〇	

「
オ
セ
ロ
ッ
ト
日
記
」	

湯
村
り
す

〇	

「
幸
せ
の
瑕
疵
」	

白
井
し
き

◎	

「
下
り
坂
」「
許
容
」	

片
桐
こ
げ
ち

◎	

「
カ
ラ
ク
リ
」「
凹
」	

薬
師
丸
怜
央

◎	

「
追
憶
と
忘
却
の
間
で
」	

藍
羽
由
宇

◎	

「
リ
ス
タ
ー
ト
」「
惜
春
」
角
田
和
美

■
東
京
都	

	

◎	

「
最
後
の
手
紙
」	

い
で
み
ど
り

◎	

「
ハ
ー
ト
と
や
ら
」	

サ
カ
イ
遠
雷

〇	

「
炎
日
」　　
　
　

シ
ラ
カ
ワ
リ
ュ
ウ

◎	

「
春
は
病
」「
浄
化
」
て
づ
か
か
な
こ

〇	

「
ひ
だ
ま
り
」　　

む
ら
や
ま
ち
あ
き

〇	

「
伝
え
ら
れ
た
ら
」	

壱
貫
亨
治

◎	

「
森
の
中
を
彷
徨
う
」	

遠
藤
芳
子

〇	

「
ず
っ
と
そ
う
し
て
い
た
か
っ
た
」

	

奥
野
ヒ
ラ
メ

〇	

「
あ
っ
た
か
い
」「
茜
空
と
」　

花
結

〇	

「
西
郷
星
」「
地
層
」	

花
山
徳
康

◎	

「
猿
夢
未
遂
」	

械
冬
弱
虫

◎	

「
月
夜
」「
発
熱
」	

宮
原
透
夏

〇	

「
ト
音
記
号
の
涙
」	

近
藤
善
揮

◎	

「
夜
に
沈
む
」	

銀
森
そ
の
み

第第
2020
回回
「
文
芸
思
潮
」

「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞

現
代
詩
賞
　　

中
間
発
表

中
間
発
表
　　

一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
20
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
お
よ
び
外
国
よ
り
二
三
〇
人
か
ら
作

品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
五
月
三
十
一

日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。
長
い
タ
イ
ト
ル
、
複
数
タ
イ
ト
ル
は
短
く
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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〇	

「
香
の
煙
」「
な
に
を
着
よ
う
」	

虎

	

「
小
林
さ
ん
」	

佐
久
間
行

◎	

「
ペ
ト
リ
コ
ー
ル
」	

佐
山
由
紀

◎	

「
神
託
」「
参
列
」	

鹿
島　

楓

〇	

「
深
淵
の
下
見
」	

樹
里

◎	

「
風
呂
場
」	

色
透
ふ
う

◎	

「
波
よ
さ
ら
ば
」	

真
宮
治
郎

◎	

「
川
柳
泥
棒
」	

赤
橋
梗
生

◎	

「
残
波
」	

千
葉
紫
月

〇	

「
天
地
屋
」	

素
月

〇	

「
老
人
」「
春
へ
の
祈
り
」
蘇
我
麻
衣

〇	

「
多
重
奏
」「
新
生
」	

相
河
史
哉

〇	

「
影
絵
」「
産
声
」	

大
金
ゆ
づ
き

〇	

「
次
へ
の
糧
」「
四
季
」	

大
澤
馨
櫻

〇	

「
飛
行
機
雲
」
地
球
人
時
々
宇
宙
人

〇	

「
夏
葡
萄
の
刻
」	

竹
宮
花
虹

◎	

「
く
じ
ら
の
歌
」「
夏
鳥
」
中
沢
人
鳥

◎	

「
鱗
」「
貝
」	

渡
辺
八
畳

◎	

「
一
陽
」「
十
月
宵
」	

南
斗
る
い

	

「
天
界
の
眠
り
」	

辺
見
田
空

◎	

「
五
月　

六
日
」	

髙
瑞
七
美

◎	

「
冬
と
旅
人
」	

黒
田
裕
美
子

◎	

「
鑑
真
」	

清
水
一
美

◎	

「
ガ
ラ
ス
の
荒
野
」	

杉
平　

敦

◎	

「
り
ぼ
ん
の
騎
士
」	

若
山　

聡

◎	

「
記
憶
」「
身
体
」「
液
体
」
片
岡
周
子

◎	

「
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
」	

若
林
麻
衣

◎	

「SA
V
A
N
N
A

」	

南
雲
和
代

◎	

「
爪
」	

井
口
牧
子

〇	

「
差
し
替
え
」	

今　

誠

〇	

「
島
の
詩
人
」	

芦
田
晋
作

〇	

「
綺
麗
な
顔
に
な
っ
て
」	

小
川
勇
大

〇	

「
真
空
を
走
る
」「
驟
雨
」
坂
下
尚
人

〇	

「
水
の
花
」	

近
藤
小
百
合

〇	

「
Ｋ
点
超
え
」「
粒
」	

小
山
耕
志
朗

	

「
霧
の
残
像
」	

庄
司
直
也

	

「
灯
火
」	

横
山　

剛

	

「
八
月
二
十
四
日
木
曜
日
」
山
口
紗
楽

	

「
そ
の
顔
を
見
よ
」	

花
房
彩
子

■
神
奈
川
県	

	

◎	

「
譚
歌
」　　
　
　

キ
ネ
ブ
チ
タ
ツ
ヤ

◎	

「
命
の
穂
」	

く
し
き
冴

◎	

「
予
行
練
習
」	

河
口
國
江

	

「
ぼ
く
が
消
え
た
八
月
」	

宮
崎
ひ
ま
り

	

「
薔
薇
の
季
節
」	

高
鳥
奈
緒

◎	

「
真
夜
中
の
青
空
」	

佐
藤　

裕

	

「
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が
潮
風
に
揺
れ
る
」	

	
	

生
魚
は
る
か

〇	

「
日
曜
の
夕
陽
か
ら
」	

定
食
亭
定
吉

◎	

「
面
影
」「
命
の
奇
跡
」	

田
咲
恵
子

〇	

「
死
楽
」「
隣
国
」	

夕
沢
み
の
る

◎	

「
迷
子
」「
荷
物
」	

阿
彦
美
咲

◎	

「
丘
か
ら
望
む
」	

横
井
純
子

◎	

「
骨
箱
」	

大
石
さ
ち
子

〇	

「
夏
の
夜
」「
今
宵
の
月
」
杜
山
美
帆

	

「
世
界
平
和
」「
写
真
」	

永
山
典
努

	

「
風
船
に
乗
っ
て
」	

福
井
雅
人

■
新
潟
県	

	

◎	

「
せ
ん
ち
め
ら
た
る
じ
い
」
わ
た
な
べ

◎	

「
鈴
の
音
」「
大
志
」	

周
防
千
鶴

	

「
巡
礼
」	

松
浪
丞

◎	

「
コ
ト
リ
」	

優
木
絆
名

■
富
山
県	

	

◎	

「
願
い
」「
折
り
合
い
」	

有
澤
か
お
り

■
石
川
県	

	

〇	

「
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
絵
」	

酒
井
恵
三

	

「
今
い
く
つ
だ
」	

長
戸　

実

■
山
梨
県	

	

◎	

「
再
生
」　　
　
　
　

カ
ミ
ー
れ
お
ん

◎	

「
売
家
に
な
る
」	

ふ
き
の
と
う

〇	

「
青
葉
町
で
」	

田
中
浩
司

■
長
野
県	

	

◎	

「
眠
る
指
先
に
」	

今
井
葉
子

◎	

「
草
球
」「
海
」	

妻
咲
邦
香

◎	

「
焚
書
」「
冥
土
の
ス
ー
プ
」
野
葛
間

	

「
躾
」	

露
草
一
糸

◎	

「
辛
党
の
あ
な
た
へ
」	

緒
方
水
花
里

■
岐
阜
県	

	
	

「
冬
旅
」「
白
樺
」「
書
架
」
下
原
整
走

◎	

「
春
」「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
後
藤　

順

■
静
岡
県	

	

◎	

「
馬
の
国
か
ら
」	

後
藤
敏
斤

〇	

「
紫
陽
花
の
中
」	

石
原　

尚

◎	

「
弟
よ
『
君
を
泣
く
』」	

田
村
全
子

〇	

「S/F

」「ballade

」	

内
田
直
希

〇	

「
骸
が
野
辺
で
笑
っ
て
る
」
風
谷　

竜

◎	

「
夜
を
渡
る
」	

夜
船
モ
モ

◎	

「
空
」「
魚
の
目
」「
呼
吸
」
坂
田
康
雄

◎	

「
月
下
火
葬
」	

曲
田
尚
生

〇	

「
生
き
る
ん
だ
」	

稲
葉
留
美

〇	
「
哀
歌
」	

疋
田
あ
ゆ
み

■
愛
知
県	

	

◎	

「
地
上
よ
り
、
昇
天
の
様
子
」

加
藤
シ
リ
ア

◎	

「
魔
法
が
解
け
て
」	

高
倉
麻
耶

〇	

「
カ
ー
テ
ン
の
内
側
」	

虹
乃
ノ
ラ
ン

〇	

「
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
」	
福
富
ぶ
ぶ

◎	

「
そ
れ
か
ら
の
誕
生
」	
德
丸
魁
人

■
三
重
県	

	

〇	

「
欠
点
」	

ミ
ズ
タ
ニ
Ｊ

	

「
タ
ル
タ
ル
焼
き
そ
ば
」	

七
寒
六
温

	

「
雨
蛙
」「
出
張
帰
り
」	

岩
谷
隆
司

■
京
都
府	

	

◎	

「
熾
き
る
」「
液
体
」	

三
刀
月
ユ
キ

	

「
音
韻
脱
落
」	

設
楽
い
く
こ

〇	

「
無
害
な
男
が
忌
む
女
」	

日
下
直
哉

	

「
美
し
い
人
」	

砂
澤
太
壱

■
大
阪
府	

	
	

「
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
」	

愛
繕
夢
久

◎	

「
ノ
ー
シ
ー
ド
」	

空
見
タ
イ
ガ

◎	

「
精
神
病
棟
」	

神
崎　

翔

〇	

「
鼻
」「
雲
の
上
」　　

千
里
川
ホ
タ
ル

◎	

「
サ
ヨ
ナ
ラ
Ａ
Ｉ
」	

南
原
魚
人

◎	

「
酔
鯨
の
別
れ
」	

日
南
田
ウ
ヲ

〇	

「
風
の
ふ
く
町
」	

夫　

呑
雲

◎	

「
行
路
死
亡
人
」	

志
田　

恵

◎	

「
黒
い
塊
」	

雨
夜
夕
菜

〇	

「
青　

弐
」	

長
野
充
宏

〇	

「
百
日
遠
足
」	

中
村　

満

〇	

「
実
情
」「
眠
気
」「
戸
惑
い
」
古
川
久
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「
ス
パ
ー
ク
」	

河
波
哲
平

■
兵
庫
県	

	
〇	

「
虚
空
へ
」	

東
風
佳
子

〇	

「
桃
色
の
夕
陽
は
」	

動
天
け
ふ

◎	

「
魅
惑
」「
別
離
」	

菅
野
美
和
子

〇	

「
不
肖
の
兄
」	

西
田
拓
真

〇	

「
心
の
さ
え
ず
り
」	

小
西
茂
巴

〇	

「
ド
ゥ
ー
ラ
チ
オ
ー
・
ヌ
ー
メ
ノ
ン
」

	
	

櫻
井
ゆ
き

	

「
こ
の
僕
に
生
き
ろ
と
言
わ
な
い
す
べ

て
の
世
界
」	

槇
本
大
将

■
奈
良
県	

	

◎	

「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
」	

イ
ン
バ

◎	

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」	

こ
や
け
ま
め

◎	

「
冬
の
花
み
ず
き
」	

中
牟
田
桃
園

◎	

「
透
き
通
る
ほ
ど
に
」	

有
原
野
分

◎	

「
酒
と
肴
と
命
」	

湯
浅
紫
保
里

■
和
歌
山
県	

	

◎	

「
盆
帰
り
」「
龍
神
」	

川
嶋
ゆ
ー
じ

	

「
裏
山
の
は
か
り
ご
と
」	

武
西
良
和

■
鳥
取
県	

	

◎	

「
夏
色
」「
職
人
」「
白
い
月
」
花
井
満

■
島
根
県	

	

◎	

「
言
え
な
い
」	

bluem
oon

◎	

「
ひ
か
る
せ
と
」	

橘
い
づ
み

■
岡
山
県	

	

◎	

「
冬
の
庭
」	

ひ
と
は
な
お

◎	

「
或
る
レ
ポ
オ
ト
」	

光
枝
初
郎

◎	

「
湖
面
」	

新
里　

輪

◎	

「
ラ
ー
メ
ン
屋
」	

地
伊
田
月
夫

■
広
島
県	

	

◎	

「
す
か
ん
ぽ
」　　
　

い
ま
だ
ま
り
こ

	

「
は
ぐ
れ
ザ
ル
」　　

は
し
の
ぶ
し
げ

〇	

「
夜
桜
」　　
　
　

ま
っ
た
り
ね
ず
み

	

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
女
」	

高
羽
里
桜

〇	

「
フ
リ
ー
ジ
ア
」	

細
川
万
寿
美

〇	

「
女
房
猫
」「
幻
想
回
帰
」　

常
田

◎	

「
わ
た
し
を
散
ら
す
」	

川
咲
道
穂

◎	

「
心
の
視
力
」	

塚　

永
行

〇	

「
ガ
ラ
ス
」	

河
内
銀
太

■
山
口
県	

	

◎	
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
」	

晴
野
康
史

■
徳
島
県	

	
◎	
「
贅
沢
な
歩
き
遍
路
」	

村
上
文
緒

■
香
川
県	

	

〇	

「
燕
の
歌
」「
約
束
」「
光
」
増
原
拓
未

■
福
岡
県	

	

◎	

「
埋
も
れ
た
光
」　

シ
ロ
サ
キ
マ
ユ
ミ

〇	

「
わ
た
し
と
私
の
星
」	
ヨ
シ
エ

〇	

「
白
い
カ
ラ
ス
」	
吉
岡
幸
一

◎	

「
灌
水
に
紡
ぐ
」	

久
利
潤
保

〇	

「
小
さ
な
意
志
」	

木
原
光
平

■
佐
賀
県	

	

◎	

「
被
害
者
罪
人
」	

麻
倉　

潤

■
熊
本
県	

	

〇	

「
桜
ユ
ニ
バ
ー
ス　

radio

．edit

」	
keisei.hhh(stereotype2085)

◎	

「
白
」　　
　
　
　
　

も
り
・
さ
と
こ

◎	

「
夏
」「
靴
」「
塔
」	

丘
田　

青

◎	

「
秘
密
」	

西
野　

光

	

「
ゴ
ミ
人
間
」	

中
立
明
子

■
大
分
県	

	

〇	

「
モ
ア
」	

フ
チ
ヒ
デ
キ

◎	

「
や
つ
が
れ
灰
兎
」	

岩
尾
宏
紀

■
宮
崎
県	

	
	

「
水
の
色
は
」　　
　

と
み
な
が
秀
則

◎	

「
最
期
の
一
行
」	

星
原
理
沙

■
沖
縄
県	

	

◎	

「
贖
罪
」「
恋
悲
」「
業
火
」
琴
森　

戀

◎	

「
寄
留
民
」	

幸
地
チ
カ
ソ

◎	

「
恐
れ
る
へ
そ
の
緒
」	

藍
原
知
音

◎	

「
下
へ
」「
風
葬
」	

齊
藤
航
希

〇	

「
お
き
な
わ
ブ
ル
ー
」	

新
垣
景
和

	

「
笑
顔
を
愛
し
て
」	

金
城
朱
里

■
海
外	

	

◎	

「
青
春
の
光
と
影
」	

阿
部
静
雄

■
応
募
者
の
皆
様
へ

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
に
つ

い
て

　

第
20
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
へ
の

御
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
選
考
に

つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
予
選
の
選
考
基
準
は
、
詩
の
言

葉
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の

基
準
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
さ
ら
に
訴
え

る
姿
勢
や
言
葉
の
強
さ
も
加
味
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
詩
の
言
葉
と
し
て
は
硬

度
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
や
や
稚
拙
で
あ

っ
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次
を
通
過

し
て
い
ま
す
。
一
次
予
選
通
過
に
は
、
何

％
と
か
、
何
篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全

員
が
一
次
予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
強
く
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
詩
の

形
と
し
て
し
っ
か
り
翼
を
得
て
い
る
も

の
、
言
葉
の
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。

一
行
で
も
い
い
、
一
句
で
も
い
い
、
何
か

一
つ
心
に
残
る
新
鮮
な
言
葉
、
結
晶
度
の

高
い
言
葉
が
あ
る
か
ど
う
か
、
心
の
真
実

が
こ
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
思
い
と
し

て
滑
空
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な

表
現
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考
の
基

準
に
な
り
ま
す
。
詩
と
し
て
た
く
さ
ん
の

人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
普
遍
的
な
生
命

力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
で
き
れ
ば
人
の
心
に
残
っ
て
新
た

な
力
に
な
る
よ
う
な
魅
力
も
備
え
て
い
る

と
推
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
方
法
と
し
て

斬
新
な
も
の
も
注
目
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
加

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考

の
便
宜
性
の
た
め
に
通
過
作
品
数
を
何
編

以
内
と
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
作
品
の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作

品
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ

の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
作

品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の

作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
選

出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ら
の
点
を
御
了
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
次
回
も
ど
う
か
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
御
応
募
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

（「
文
芸
思
潮
」現
代
詩
賞
選
考
委
員
会
）

第
20
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
中
間
発
表

第20回「文芸思潮」現代詩賞　予選通過作品発表第20回「文芸思潮」現代詩賞　予選通過作品発表

文芸思潮編集部や第一線詩人が、あなたの詩を読み、丁寧に指導します。
あなたの詩作力、Poemに込める言葉の力、表現力がパワーアップされます。

面談も可能。詩の方向、創作のヒントもアドバイスしてくれます。
あなたの詩を詩人集団 Jにお送り下さい。

連続しての指導もあります。

詩人集団J
詩の添削指導詩の添削指導
第一線詩人による懇切な添削指導

1 編（A4／ 2枚以内）5000 円
2 篇（A4／ 5枚以内）7000 円　　　
※力がアップし優秀な作品は文芸思潮に掲載します。
お問合せ・お申込み・詩の送付は右の事務局へどうぞ

詩人集団　Ｊ　事務局

〒 158-0083  東京都世田谷区

奥沢 7-15-13

アジア文化社内

TEL03-5706-7847

小説の書き方
──作家を志す人のために──

五十嵐　勉

小説の書き方を体験を踏まえて丁寧に解説する小説指導書

税込 1000 円　御注文はアジア文化社まで


